
が存在し、 活性化が図られることから、継続的に働きかけていく。コミュ

地域において活動をしているが、相互の連絡体系が明確に整備 ニティ施設では地域の意見を聞きながら、コミュニティ活動が

されていないという課題があり、広域の地域コミュニティ組織 より活性化されるように運営を工夫していく。併せて、戸田ふ

の形成にまで至っていない。 るさと祭りや市民憲章など、地域への愛着を促すための事業を

実施していく。

地区コミュニティ協議会の設置が進んでおらず、遅れ気味の状況であるが、町会・自治会の

活動の活発化や、効果・効率的な施設運営への支援は継続的に実施している。

Ｃ
ふるさと祭りや市民憲章は、市民による委員会により企画運営している。

コミュニティ協議会設立は、地域の状況を把握し、最適なタイミングで取り組む必要があり

、また、町会加入の促進や町会活動の支援、ふるさと祭り、施設の管理運営などは、随時見

→ 直しながら実施していく必要がある。地域コミュニティの活性化に向け、人員・予算とも現

状維持しながらも工夫して取り組みたい。

地区コミュニティ協議会の設置により、地域コミュニティが活性化すると考えるため、その組織の中心となりうる町会・自治会の活動を活

発化させる支援に取り組むことが重要である。地域で活動している市民活動団体等との連携・協力により、活発な町会活動が促進され、市

民の地元地域への愛着意識を高めていくことにつながるよう、働きかけていくことが重要である。また、コロナ禍においても、工夫して市

民活動推進事業に取り組むことで、地域コミュニティを活性化していく。
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07 人が集い心ふれあうまち 市民生活部・協働推進課

01 協働

72 地域コミュニティの活性化

　より住みやすいまちとするため、地域の様々な課題について、市民自らが共に考え、共に解決していく社会の実現を目指

します。

町会・自治会活動支援事業

市民交流事業

地域コミュニティ推進事業

地区コミュニティ協議会数 コミュニティ協議会の設立数
団体 2 1 1 1 1 1 1

戸田ふるさと祭り来場者数 戸田ふるさと祭りが行われる2日間の
人 75,000 70,000 40,000 30,000 40,000 65,000 0

来場者数

現在、市内の地域コミュニティについては、既存の町会・自治 まずは町会連合会を中心に、町会・自治会の加入促進や負担軽

会を中心として形成されているが、町会・自治会において、加 減に取り組み、活動の活発化へ向け支援していく。

入率の減少や、担い手の高齢化などの課題があり、地域コミュ さらに、町会・自治会を含めた地域で活動している様々な組織

ニティが活性化しにくい状況である。また、町会・自治会の他 等が、相互に連携・協力することにより、地域コミュニティの

にも様々なコミュニティ関連組織、市民活動団体等
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